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1932年にTrichoderma菌が植物病原菌 に寄生す ることをR.Weindling')が最初 に発表 して
か ら,植物病害防除への実用化試験2>'9)が多1く.行われ てきた。 それ らの多 くはTrichOdetma菌
を単独 に適用す る試験 であった。E.B.Nelsonら10)は発病抑制土壌 の機構を調査 し,Trichoderma
菌を土壌に添加 じて'発病抑制土壌を人 工的 に作成 した。'Tribhode'itna噛には多 く,の種 類が ある
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が,従 来,植 物 病 害防 除 へ の試 験 に はT.hamatumとT.harzianumが主 に供 試 され て きた が,
ここ ではh記2種 に加 えてT.koningii,T.polysporum,T.pseudokoningii,T.viride2系統
の7種類雑 試し1て・迎 酬 の躍 伝染性植物病原離 枇 でξ禦{繰 櫛 作脚 あるか試験
した。 その結果を報告す る。
実験杜料と.方法
供 試 し たTrichoderma菌 はT.hamatum,T.harzianum,T.koningii,T.polysporum,
T.P・eud・k・i gHビ丁二4Vifid6』罐 類であ り∴ 系統名 学 名;麟 繰 天培地 」の 離 の色ee
つ い ては 第1表 に示 した 。 また供 試 した土壌 伝 染 性植 物 病 原菌 は 白絹 病 菌(IFO4476),ト マ ト
萎 凋病 菌(raceJ2,raceJ3,TF-11,'Lycoper§icbh・iesculentum)は4種類,キ ャベ ツ萎黄 病 菌
(CF--HOYA,F-SANADA,Brassicaoleracea)が3種類,紫 紋 羽 病 菌(NIAS,H1-1-3),ト
マ ト綿 腐 病 菌(IFO7030),テ ンサ イ苗 立枯 病 菌1!(IFO30464),クワ白紋 羽 病菌(IFO9420),
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15種類ピ学名,'系統名 または分離原 に∪)いでぽ第2表 に示 した;拮 抗作用ぱ第・1'図セど示す よ'う1に
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常法通 りの対峙培養によって行 った。使用 した培地はpH6.8で あ り,保 温は24。C～25。Cで
2週間培養 して,拮 抗反応の程度は第1図 のよ うに評価 した。拮抗菌 と病原菌の中央線で病原菌
が拮抗菌側 に少 しで も菌叢が入 った状態を(一)と し,拮 抗菌が病原菌を覆 って しま った状態を
(冊)と し,5段 階表示 とした。1処 理は5連 制 で2反 復 し,そ の平均値を表示 した。
実験結果と考察
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30543),・T,,・k6hingii'(IFφ.『36S44),T.芭olyS66恒m(IFO9322)'1「'b・'括抗作 用 の試 験 結 果1ま第
3表 に,ま たT・ ・pseudokoningii(IFO30903),T・viride(IFq30498),.T・viride(IAM
5141)の拮 抗 作 用 の試 験 結 果 は第4 .表に それ ぞ れ示 した 。,7種 類 のTrighqdemロ 菌 を供 試 し
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Trichoderma菌の拮抗作用は菌種 間においてかな りの差異があることが明らかにな り,ま1た植物
病原菌のTrichoderma菌に対す る]氏抗力 も菌種間に よって大 きな差異があることがわか った。
しか し,同 一植物病原菌種}こおける レースや菌株間での抵抗力の差はあ ま りなか、った。 これは第
3表や第4表 に示 され てい る。紫紋羽病菌はTrichoderma菌に対 して最 も感受性の高い もので
あ り,ま た半身萎凋病 菌,ウ ド萎凋病 菌,白 紋羽病菌な どは比較的感受性め高い ものであ った。
他方,菌 核病 菌 はTrichodermaI烏に対 して感受 性 が 最 も低 く,白 絹 病 菌,テ ンサ イ 苗立 粘病 菌
な どはTrichoderma菌の菌 種 に よ って感 受 性 の 低 い もの で あ った 。 以Lの 結 果 か ら拮 抗 作 用 を
最 も強 く示 した拮 抗 菌 はT.viride(IAM5141)で あ り,次 い でT・viride(IFO30498)'
T,pseudokoningii,T.harzianum,T.hamatum,T.koningiiの順 で あ り,T・polysporumは
最 も弱 い拮 抗作 用を 示 した。 特 に 顕 著 な こ とは15種類 の病 原 菌 中,菌 核 病 菌 に対 して拮 抗 反応 を
示 した のはT.viride(IAM5141)のみ で,他 の全 てのTrichoderma菌は(一)を 示 した。 ま
た 従来 あ ま り活 用 され て いな か ったT.pseudokoningiiが本実 験 で 菌核 病 菌 を 除 い て他 の病原 菌
に対 して 有 望な 拮抗 菌 で あ る こ とが わ か った。
摘 要
Trichoderma菌の種 類 に よ って植 物 病原 菌 に対 して,拮 抗作 用に どの よ うな 差 が あ るか を 明 ら
か にす るた めに,Trichodermahamatum(IFO31291),Trichodermakoningii(IFO30543),
Trichodermapolysporum(IFO9322),Trichodermapseudokoningli(IFO30903),Tricho・
dermavirlde(IFO30498),Tnichodermaharzianum(IFO30543),Trichodermaviride
(IAM5141)の7種 類を 供 試 して,土 壌 伝 染 性植 物 病 原菌15種類 に対 してPSA平 板 培 地 で対
峙培 養 に よ って試 験 した 結 果,最 も強 い拮 抗 作 用を 示 した もの はT・v三ride(IAM5141)で あ
り,以 下T.viride(IFO30498),T.pseudokoningii,T.harz三anum,T・hamatum,T・
koningiiの順 で,T.polysporumは最 も弱 い 拮抗 作 用 を 示 した 。植物 病 原 菌 の 同一 種 に お い て レ
・-」〈また は 菌株 間 に 拮抗 作 用 に大 きな 差 は 認 め られ なか った。 植 物 病原 菌 の中 にはTrichoderma
菌 に対 して強 い抵 抗性 の あ る ものが あ り,牡 にScierotiniasclerotiorumはT・v玉ride(IAM
5141)を除 い て,Trichoderma菌に よ る拮 抗 作 用は 認 め られ な か った 。 また 従来,拮 抗 菌 と して
供試 され て い なか ったT.pseudokoningiiの拮 抗作 用 が強 く,有 望 な拮 抗 菌 で あ るこ とが 明 ら
か とな った。
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